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ホライズン・ヨーロッパ

ジャン・エリック・パケ欧州委員会研究イノベーション総
局総局長は、ホライズン・ヨーロッパは欧州で行われる研究
に方向性を与え目的意識を高めるものだとしました。また、
当プログラムの枠組みについて、基礎研究、イノベーション、
社会問題の三本柱で構成されていると説明しました。

「ホライズン・ヨーロッパの枠組みに関しては、一年未満と
いう驚きの速さで欧州議会と合意することができました。こ
のようなプログラムの必要性がこれまでになく高いためで
す。例えば、欧州はイノベーションに優れており米国よりも
ベンチャー企業の数は多いものの、ベンチャーを成長させ事
業を拡大するにあたっては大きく遅れをとっています。ベン
チャーが成長したとしても、必ずしも欧州に残るとは限りま
せん。ホライズン・ヨーロッパではベンチャーの成長を後
押しするため、破壊的イノベーター、特に物理的・デジタル
空間をまたぐ取り組みに関して補助金制度が導入されます。」
（パケ氏）

ホライズン・ヨーロッパはこれまでのプログラムの中でも
先鋭的だとされており、一千億ユーロが充てられる予定で
す。

科学技術政策の進捗に対する視点

ディスカッションの中では、複数の研究団体や出版社によ
り、データのアクセシビリティが共通の課題として挙げられ
ました。参加者は、データの共有方法や管理方法に加え、デー
タが誰でも使えるような形に整理することの煩雑さに対する
懸念を述べました。

また、女性の参画の促進も早急に改善が必要な課題として
挙げられました。政策に関わる機関や研究機関の中で改善に
向けた動きは見られるもの、現状は平等参画からほど遠く、
社会問題を解決するには男女の両視点が反映できるアプロー
チが必要不可欠だとしました。

ジャン・エリック・パケ欧州委員会研究イノベーション総局総局長 Valdemaras Razumasリトアニア共和国 文部省副大臣(左)、飯塚倫子 GRIPS
教授(右)

Malgorzata Kossowskaポーランド国立研究センター理事長

第10回EU-日本科学政策フォーラム

変化し続ける世界における科学技術イノベーション政策
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モデレーターのアイリス・ヴィーツォレック IRIS 科学技
術経営研究所代表は、全体発表とディスカッションで挙げら
れた点を次のようにまとめました。

「国際連合の持続可能な開発目標（SDG）などの大きな課題
を解決するためには国際的な共同研究が必要不可欠です。欧
州と日本の間では共同研究が既に盛んで、協力関係を強化す
るための確実な基盤があると言えます。ディスカッションの
中で提案があったように、欧州・日本両地域にとって最大限
の効果が見込める研究分野を見つけることが第一のステップ
と言えるでしょう。

そのためにも、個人的な繋がりから生まれた共同研究を行い
やすくするなど、新たな形の協働を可能にすることの重要性
に焦点が当たりました。若い世代が学部生の頃から海外の学
生や研究者と交流しやすくし、国際的な協働を身近にするこ
とが重要だと考えられます。」（ヴィーツォレック氏）

これらの点は、近日行われる国際会議等で引き続き検討さ
れるとし、フォーラムは閉会を迎えました。

開催回 テーマ

1 The Governance of Science and Technology 
in the European Union and in Japan

2 Risk Communication during Emergencies

3 Japan’ s New Energy Mix ‒ Creating a Viable 
and Trusted Path

4 The Changing Map of Science ‒ Nations and 
Industries in the Global Innovation System

5 Science 2.0: Science in Transition

6 Foresight for STI Policy in an Era of Accelerated 
Change

7 Nurturing Future Human Resources for STI

8 Evidence Based STI Policy

9 Boosting Innovation: Policy Initiatives and 
Measures in the EU and Japan

10 New STI Policy in Changing World: 
Preparation and Implementation

アイリス・ヴィーツォレック IRIS科学技術経営研究所代表
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政策研究大学院大学は、科学技術イノベーション政策に特
化した教育・研究プログラムを実施しています。2011年に
スタートし、2020年で10周年を迎える中、教育プログラム
の改変等に尽力されている林隆之教授にプログラムの目的や
特徴、今後のプログラム全体の方向性について聞きました。

「GRIPS科学技術イノベーション政策プログラム
(GRIPS Innovation, Science and Technology Policy 
Program : GiST)」とは

政策研究大学院大学（GRIPS）では、文部科学省「科
学技術イノベーション政策における『政策のための科学』
（SciREX）」事業において、5拠点6大学ある基盤的研究・人
材育成拠点の総合拠点としての役割を担っています。総合拠
点であるGiST の主な取り組みの一つが、科学技術イノベー
ション政策に特化した教育プログラムの提供です。

欧米の科学技術イノベーション政策分野において、より科
学的な根拠を用いて政策を形成していくべきだという議論が
上がってきたのが2005年ごろです。経済政策が経済学の知
識を使って政策立案がなされているのに対し、なぜ科学技術
政策は経験や声の大きい人によって政策が作られているの
か、という議論がありました。同じように日本においても、
客観的なエビデンスに基づく合理的プロセスによる政策形成
を行う必要が求められ、この事業が発足しました。2011年
度に開始し、2020年度で10周年を迎えます。

GiST 全体の活動内容としては、社会人を主な対象とした

博士・修士課程プログラムの提供のほか、研究マネジメント
人材（リサーチ・アドミニストレーター：URA）のための
大学ベンチマーキングセミナーといった短期研修プログラム
や、海外の研究者とのネットワークを築くセミナーの実施が
挙げられます。また、他拠点と連携し、科学技術イノベーショ
ン政策に関心のある学生や教員の横のつながりを築くための
サマーキャンプの実施や、科学技術イノベーション政策を学
ぶ際の主要なコンテンツ（コアコンテンツ）の作成、コアコ
ンテンツを基にした現役行政官を対象とする短期研修の実施
にも取り組んでいます。

GiSTの「教育プログラム」で育成を目指す人材像
GiSTの主要な取り組みは、人材育成です。教育プログラム

として、修士 1・博士課程2、短期研修に加え、2020年度から
は履修証明プログラム3を提供します。修士課程では専門的
な実務家の育成を、博士課程ではより高度な専門家の育成、
および当該分野の教育研究を担う大学教員や研究者の育成を
目指していますが、いずれも共通する人材像としては、科学
的アプローチを用いた政策の企画・立案、実行、評価、修正
を実施できる人材の育成に主眼を置いています。

対象者としては、当初は国の科学技術イノベーション政策
に携わる中央省庁の行政官がメインでしたが、研究開発法人
や研究資金を配分するようなファンディングエージェンシー
の職員、地域において科学技術イノベーション関連の政策に
携わる地方自治体職員、大学の中で研究開発のマネジメント
に携わる教職員やURA、企業や非営利組織における研究管理
やイノベーション創出の担当者、それから当該分野で研究者
を目指したい人などにも広がっています。

みなさん、それぞれの職場では、業務対象に応じて高度に
専門的なノウハウをもって業務にあたっていますが、「科学
技術イノベーション政策」とはどのようなものであるか、ど
のような手法を用いた分析を行うかなどを体系的に学ぶ場と
して、GiSTの教育プログラムを活用いただいています4。

1 修士課程プログラム詳細はこちら

　https://gist.grips.ac.jp/education/masters.html

2 博士課程プログラム詳細はこちら

　https://gist.grips.ac.jp/education/phd.html

開講から９年目。
人材育成の総合拠点としての次なる展開

科学技術イノベーション政策プログラム（Gist）
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3 履修証明プログラム詳細はこちら

　https://gist.grips.ac.jp/education/shortprogram.html

4 学生、修了生の声はこちら

　https://gist.grips.ac.jp/about/voice.html

学際性と専門性。科学技術イノベーション政策を横断的に学
べる授業科目
科学技術イノベーション政策という学問分野は非常に学際

的な性格を持っています。経済学、社会学、政策科学からの
アプローチもあれば、あるいはビブリオメトリクスのように
データ分析からのアプローチもあるので、GiST の教育プロ
グラムでは幅広い科目を用意しています。

まず基礎的な科目としては、理系出身の学生が多いため経
済学などの基本的な知識や、エビデンスベースということで
は計量分析、データサイエンス基礎などの基本的な知研究手
法について学べる科目があります。また、科学技術イノベー
ション政策史、科学技術外交などをはじめとして、科学技術
イノベーション政策を俯瞰する科目も充実しています。さら
に2020年度からは、全体像がつかめるよう、科学技術イノ
ベーション政策概論を開講します。

そうした基礎的、概論的な科目とあわせて、イノベーショ
ン論、産学連携政策、特許政策、科学技術とアントレプレナー
シップ、途上国における科学技術政策など、個別イシューに
焦点を当てた科目も学べます。また、専門的な分析手法とし
て、ビブリオメトリクスについて学ぶ科目に加え、科学技術
指標に関する科目を新設します。このように横断的な科目を
履修することによって、自らの職場で抱えている課題を、科
学技術イノベーション政策以外も含めた広い文脈の中で俯瞰
的に捉えなおすことができる機会になるでしょう。

科学技術イノベーション政策に高度に特化。GiST が提供す
る独自性
GiSTの教育プログラムの大きな特徴は、日本で唯一、科学
技術イノベーション政策に関する修士号と博士号の学位取得
が可能な点です。世界的には、行政官が博士号を持っているの
があたり前の時代になってきているので、科学技術イノベー
ション政策を担う日本の行政官が修士号、博士号を取得でき
る場として、本学は大きな役割を担っていると考えています。

二つ目の特徴としては、多彩な講師陣です。本学の教員5の
特質として、行政官などの実務経験を持っていたり、政府の
委員会等のメンバーを務めていたりする先生も多く、最新の
行政の動向を踏まえた講義を提供できます。さらに外部講師
として産官学からさまざまな実務経験を持つ講師を迎えてい
ます。2020年度だけでも、文部科学省や内閣府などの行政
府、大学、スタートアップ企業、ベンチャーキャピタル、シ
ンクタンク、宇宙飛行士まで、学術面と実務面の両面から多
様な背景を持つ講師から学ぶことができます。

5 教員紹介はこちら 

　https://gist.grips.ac.jp/faculty/

三つ目としては、学生の多様性が特徴として挙げられま
す。GRIPSは学生全体の３分の２が留学生で、開発途上国を
はじめ 45か国の国と地域から留学生が来ています。多くは
母国で行政官としてキャリアを積んでいる方なので、日本人
学生も国内にいながら、そうしたキャリアの留学生とのつな
がりを得られます。また、GRIPSはSciREX事業の総合拠点な
ので、他大学との連携、交流の機会も多く、こうした環境で
得られる学生同士の人的ネットワークは大変貴重なものにな
るでしょう。

また、2020年度からは、修士課程では夜間、土曜日の授
業を中心とした２年制課程を設けるとともに、短期集中で学
びたい方のために「科学技術イノベーション政策・経営人材
養成短期プログラム」を新設しました。これにより休職して
フルタイムで学業に専念することが難しい方も受講しやすく
なりました。
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短期プログラムは履修証明プログラムなので、科学技術イノ
ベーション政策概論や政策立案演習など濃密な内容で、短期集
中で学びたい方はもちろん、修士・博士課程に関心のある方が
ファーストステップとして受講していただき、その後、修士・
博士課程に進んでいただいた場合には単位認定が可能です。

科学技術イノベーション政策の実務家に必要な専門性とは
実務で科学技術イノベーション政策に携わっていても、ほ

とんどの方は当該分野を学問として学んだことはありませ
ん。一方で冒頭述べたとおり、欧米での議論を転機に日本で
も、科学的なエビデンスに基づく科学技術政策が求められる
ようになってきています。そうしたなかで、政策の企画・立
案、実行、評価、修正というサイクルを高度な専門知識をもっ
て実施するスキルが、実務家にも必要とされています。
科学技術政策の対象となる「科学技術とは何か」、「イノ
ベーションとは何か」、そして「どうすればそれらが有効に動
くのか」、といったことが分からないと、政策の企画立案は
できません。また、政策を立案し実行した後には、その政策
によってどのような効果が出ているのかを評価する必要があ
ります。ただ、科学技術イノベーションの場合はセレンディ
ピティのように意図していなかった知識が生まれたり、生ま
れた知識、研究成果が企業等の他の機関に活用されたり、成
果がでないという失敗であってもノウハウが蓄積されるな
ど、評価といっても単純な指標では測れません。科学技術イ
ノベーション政策の企画や評価が、他の政策と比較してどう
違うのか、ということをしっかりと理解することが実務家に
求められていると思います。

さらに自分の職場での課題を国際的な社会情勢に照らして
俯瞰することも、学び直しの重要な要素となります。本学は
途上国からの留学生が多い環境のなか、今後経済発展してい
くうえでどのように研究力を上げて産業と結び付けていくか
であるとか、SDGs のような社会課題に対していかに科学技
術イノベーションを使っていくかであるとか、日本の行政や
企業とは違った観点で研究している方からが多いので、多様
な問題意識や価値観を学ぶことができます。

実際の論文作成にあたっても、自分のもっている業務から
出てくる具体的な課題ではなく、少し視野を広げたテーマ設
定をサポートしています。現場に近い課題設定だと、現場の
構造化されていない状況に引っ張られて客観的なデータで分
析することが難しいことがあるからです。学術的な知見や手
法で裏打ちされた分析ができるよう指導しています。また、
理科系のバックグラウンドを持たれた方に対しては、社会的
な課題をいかに研究課題としていくかについて不慣れな方も
いらっしゃいますので、そのあたりもきちんとサポートして
います。

修士論文テーマ

年度 テーマ

2019 イノベーションの社会的インパクトに関する考察：物流へのロボット導入を事例として

2018
日本における研究者のモビリティーと国際共同研
究の関係
-The Mobility of Researchers and 
International Collaborations in Japan-

2017 医療研究推進政策の課題と対応策

博士論文テーマ

年度 テーマ

2019
Optimizing International Science & 
Technology Collaboration through 
Scientometric Studies

2018 Promoting Scientodiversity through Research Grants

2017 The Societal Impact of Open Access to Research

2016 原発利用のための制度の変化に関する考察 : 福島原発事故の影響に着目して

科学技術イノベーション政策プログラム（Gist）

開講から９年目。人材育成の総合拠点としての次なる展開

18



erlyQuarterl
XSciREX

vol.11, 2020

政策と研究の「緊張感ある協働」と、人的ネットワークの拡
大を目指して
これまで日本の科学技術イノベーション政策では、政策の

現場と研究の現場が切り離されていました。この構造自体を
変えていくべく、GiSTでは今後も、行政と研究が協調関係を
有する形を目指していきます。『政策のための科学』事業開始
当初は行政官が利用しやすいエビデンスを作るという枠組み
が中心的な感じがありましたが、最近では教員と行政官とが
ともに課題設定をして分析していったり、それを政策に生か
したり、両者が協働していく状況が変わりつつあり、学生に
も是非そこに参加して欲しいと思います。

一方で大事な姿勢として、行政のために研究する訳でもな
いし、行政も研究のために情報提供する訳ではなく、両者が
ある程度の緊張関係を持ちながらも協調していく形をつくっ
ていくべきだと考えています。

2020年度から新しいプログラムが始まりましたが、より
多くの関係者が科学技術イノベーション政策について体系的
な知識を学べるように、さまざまな機会を提供していくとい
うことが総合拠点としての今後の方向性の大きなところで
す。事業が始まってから 10周年をむかえて授業内容は充実
し、深化してきました。今後はさらに多くの人材を育成して、
国内外含めてネットワークの拡大を目指していきます。

語り手

政策研究大学院大学 教授

林 隆之
研究活動および科学技術政策の評価システム・手法・指標を研究対象
としており、文部科学省、内閣府、国立大学協会などの審議会や評価関
係の委員会の委員を複数務める。2018年より現職。GiSTの教育プログ
ラム改変に携わる。
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